
文
政
五
年
二
八
一
三
）
当
地
方
に
始
め
て
大
流
行
を
も
た
ら
し

た
コ
レ
ラ
禍
を
中
心
に
考
察
し
た
。
村
医
・
原
田
玄
庵
自
ら
が
診

療
し
、
見
聞
し
更
に
安
芸
藩
か
ら
の
要
請
に
よ
り
藩
医
達
の
意
見

害
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
知
見
集
を
収
録
し
て
一
言
と
な
し
、
『
造

孫
疫
痢
考
」
を
編
し
、
頒
布
し
た
。
本
書
に
治
療
指
針
を
の
べ
た

医
人
達
は
当
時
の
医
療
レ
ベ
ル
を
代
表
し
た
高
名
の
藩
医
達
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
知
見
は
そ
の
時
代
の
医
療
思
想
が
う
か
が
え
て
興

味
深
く
同
書
に
出
て
く
る
医
人
達
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す

る
。

編
者
・
原
田
玄
庵
の
名
は
雄
煥
、
雲
幅
と
号
し
芸
南
諸
島
の
中

の
蒲
刈
島
三
之
瀬
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
に
つ
い
て
は
不
詳
で

あ
る
。
「
三
毒
備
考
」
『
虫
獣
咬
傷
備
急
方
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
。

３
芸
南
の
先
人
た
ち

特
に
「
造
孫
疫
痢
考
」
を
め
ぐ
っ
て

i]

川

義

"I

コ
レ
ラ
流
行
地
の
一
つ
と
な
っ
た
蒲
刈
島
は
沿
岸
部
よ
り
隔
離

さ
れ
交
通
不
便
の
所
と
い
っ
て
も
、
当
地
の
瀬
戸
内
文
化
圏
の
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
海
上
交
通
の
要
路
に
位
置
し
、
藩
政
時
代
は
御

手
洗
港
に
次
ぐ
港
と
し
、
海
駅
が
設
け
ら
れ
、
朝
鮮
通
信
使
や
西

国
大
名
の
宿
泊
地
で
、
江
戸
・
大
阪
へ
の
中
継
地
で
あ
り
、
番
所

が
所
在
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
陸
地
部
よ
り
は
内
外
の
交
易
・
政
治
．

文
化
面
に
つ
い
て
は
交
流
が
あ
り
、
伝
染
病
侵
入
に
と
っ
て
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
い
島
に
当
時
人
口
は
六
千
余
名
、
医
者
八

名
と
記
録
さ
れ
、
安
芸
郡
下
で
も
屈
指
の
賑
わ
い
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
玄
庵
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
コ
レ
ラ

は
文
政
五
年
対
馬
に
お
こ
り
長
門
に
渡
り
、
芸
州
に
至
り
浪
花
に

及
び
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
と
あ
る
。
芸
南
・
西
条
の
野
坂
完

山
『
鵺
亭
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
虎
狼
痢
と
申
す
疾
城
下
に
流
行
し
、

諸
郡
中
に
拡
が
り
、
一
村
に
病
者
百
人
或
は
三
百
人
、
一
家
に
三

人
な
い
し
五
人
あ
り
…
そ
の
対
策
と
し
て
四
味
平
胃
散
、
加
葛
花

枳
実
を
服
用
す
れ
ば
予
防
で
き
る
と
し
、
近
隣
二
十
二
村
に
薬
剤

一
五
五
五
二
点
を
無
料
施
薬
し
た
と
し
、
同
日
記
は
同
年
九
月
二

十
一
日
の
項
で
は
コ
レ
ラ
は
御
手
洗
港
に
流
行
し
、
翌
年
二
月
頃

ま
で
、
関
連
記
事
が
み
え
る
。
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コ
レ
ラ
の
伝
染
経
路
は
、
下
関
・
萩
流
行
記
に
よ
れ
ば
、
医
師

も
名
付
け
難
き
大
熱
病
、
世
に
コ
ロ
リ
病
と
い
い
、
対
馬
よ
り
伝

染
し
、
八
月
十
日
頃
よ
り
二
十
五
日
迄
の
死
者
五
八
三
名
そ
の
猛

烈
急
劇
な
伝
染
病
は
薬
石
の
治
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
な
く
、
病

原
は
悪
属
の
気
に
よ
る
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
疫
病
史
に
よ

れ
ば
、
一
八
二
一
（
文
政
四
年
）
七
月
下
旬
頃
コ
レ
ラ
が
半
島
で
始

め
て
大
流
行
し
、
死
者
数
十
万
を
出
し
、
医
薬
救
う
に
術
な
し
と

嘆
か
し
、
コ
レ
ラ
は
越
冬
、
四
月
に
再
流
行
を
み
、
こ
れ
が
八
月

済
州
島
・
対
馬
に
伝
わ
り
同
月
下
旬
山
陽
道
、
京
畿
、
東
海
道
に

侵
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

原
田
玄
庵
は
門
弟
の
管
洞
庵
を
下
関
に
派
遣
し
、
コ
レ
ラ
の
実

際
を
学
ば
さ
せ
て
い
る
。

更
に
芸
藩
々
医
の
本
病
に
対
す
る
知
見
、
治
療
、
対
策
を
収
録

し
て
い
る
、
そ
の
口
述
や
意
見
書
の
執
筆
者
達
に
つ
い
て
次
に
述

べ
、
時
代
背
景
を
考
察
し
た
い
・

恵
美
三
圭
は
流
行
病
医
案
を
の
せ
て
い
る
。
初
代
恵
美
三
白
の

末
子
で
、
玄
筧
・
貞
秀
で
あ
る
。

中
村
元
亮
は
天
下
下
痢
病
考
を
の
せ
て
い
る
。
玄
庵
が
親
し
く

指
導
を
う
け
た
高
名
な
藺
医
で
あ
る
、
安
浦
出
身
で
中
村
太
室
の

嗣
子
で
、
楢
林
峡
山
に
師
事
。

山
中
一
庵
小
児
処
方
例
を
示
す
。
一
四
○
石
の
俸
緑
。

高
橋
文
良
は
症
例
治
療
を
述
べ
る
。
八
世
西
道
朴
（
甫
安
）
の
弟
。

オ
ラ
ン
ダ
外
科
の
御
側
医
師
。

御
園
道
英
は
天
行
病
之
愚
考
を
の
せ
た
儒
医
に
し
て
御
側
医
師

並
。

小
川
敬
元
は
天
行
病
治
案
を
よ
せ
、
六
代
目
の
藩
医
で
逢
山
と

称
し
た
。

牛
尾
玄
珠
は
天
行
吐
利
考
を
よ
せ
、
代
々
医
家
で
畏
翁
と
称
し
、

厳
山
先
生
と
呼
ば
れ
る
。

中
井
厚
沢
は
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
文
献
よ
り
の
処
方
を
引
用
。

星
野
良
悦
は
天
行
疫
痢
考
一
篇
を
よ
せ
て
い
る
。
以
上
九
名
の

他
に
、
蒲
刈
島
居
住
医
師
は
次
の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ

の
後
を
詳
か
に
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
下
島
浦
・
管
洞
庵
、

三
之
瀬
・
永
浜
恭
順
、
向
浦
・
木
村
眠
龍
、
田
戸
浦
・
鎌
田
良
達

で
あ
る
。

（
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
）
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